
「建設事業ノーダン運動」県下一斉パトロール 
   

  平成 28年 2月 10日、建設業労働災害防止協会愛媛支部（建災防）が主催する「第 58回建設

事業ノーダン運動」県下一斉パトロールが、松山市真砂町の松山工業高校武道場新築外工事で行

われ、愛媛労働局（天野労働局長）、松山労働基準監督署（真鍋署長）などが出席しました。 

  本件の工事は、愛媛県が発注した松山工業高校の武道場（木造 1階建て）を建築する工事です。

パトロールには、主催者である建災防（西岡会長）、愛媛県（山下建築住宅課営繕室長）のほか

事業場の安全担当者など 14名が参加し、工事現場の墜落防止措置などを確認しました。 

この日は、県下９か所、34現場で一斉パトロールが行われ、121名が参加しています。 

平成 27年の愛媛県の建設業における労働災害による死亡者数は 5人（対前年比 3人増）で、

その内訳は墜落・転落災害が 3件、重機災害が 2件となっています。 

愛媛労働局及び各労働基準監督署では、年度末の工事繁忙期に向けて死亡災害の撲滅のため工

事現場の安全対策強化に取組みます。 

  

   

 

    


